
オランダ種雄牛

CRV　BLEとは・・・

※飼料効率：104の種雄牛であれば、娘牛の飼料効率は２％向上　108の種雄牛であれば、娘牛の飼料効率は４％向上

飼料コストが生乳生産に掛かるコストの約60％を占める中、飼料効率性※はますます重要性を増しています。
年間のべ４００万件の飼料摂取量を収集しています。
ＣＲＶは２０１７年より個体の飼料摂取量のデータ収集を開始した世界で最初の組織です。現在では５か所の牧場
において約2,000頭の乳牛から日々10,625件の最新の飼料摂取量を収集しています。これは年間に換算すると
約400万件ものデータ数になります。

業界をリードする信頼性。
この５つの牧場にはＣＲＶ種雄牛の娘牛のみを飼養しているため、種雄牛にとって業界最高の飼料効率の信頼性を
担保する育種価となっています。今後数年間で飼料摂取量のデータを持つ牛の数は増加し、より一層信頼度が向上
するでしょう。
また飼料効率性の高い種雄牛を選ぶことで、娘牛が飼料をより効率よく生乳に転換することは経済的に非常に重
要ですが、生乳１kgあたりのメタンガス排出量の削減に繋がります。
飼料効率の向上のための繁殖は環境への影響も低減します。

BLEは大きく３つの要素から構成されています。
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HOLGER PP
デルタ ホルガー PP RED ET
DELTA HOLGER PP
HG942938 登録番号 NL626146177 2022.10.18生  血統濃度99 ％

 デルタ キヤンデイマン P ET
デルタ ネクター P RED ET

ピールデイーカー リエジー 1323 ET

デ ビーシユベル ジヤフア P RED ET

デルタ テイナ RED ETデルタ チユーリツプ RED ET

血 統
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キヤンデイマン P ＋ ジヤフア P ＋ アンレリ ＋ アミーゴ

ロボット搾乳性・長命性良好

管理形質
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乳用強健性
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高飼料効率・高成分率 乳頭外付・気質温厚

GG 性選別
精液 A2

A2

17


